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　清らかな白磁の肌に溶け込んだ藍色の絵模
様（呉須絵）や、素地の絵模様、やや厚手の飾
り気のない形と材質の硬さが特徴の砥部焼。手
造り、手描きの味わいと実用的なデザインが広
く受け入れられ、暮らしの器として広く愛され
ています。
　もともとは陶器として発祥しましたが、現
在の砥部焼は約230年前、特産品の伊予砥（砥
石）のくずを利用して磁器の販売に取り組んだ
のが始まりです。四国一の生産を誇る磁器の焼
き物で、今でも約100件の窯元が軒を連ねてい
ます。
　優れた伝統工芸品としての歴史と伝統は今
も生かされ守り続けられていますが、女性や若
い世代の陶工たちの活躍も目覚ましく、砥部焼
の魅力がさらに広がっています。

手作りの温もり ﹁砥部焼﹂



　平成24年 2 月29日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 35 号　（2）　

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
第
65
回
定
期
総
会

を
2
月
23
日
午
後
3
時
30
分
か
ら
、「
メ
ル

パ
ル
ク
松
山
」
に
お
い
て
開
催
。
県
下
9

町
の
町
長
並
び
に
、
副
町
長
、
総
務
課
長
、

被
表
彰
者
の
ほ
か
全
国
町
村
会
長
（
高
野

全
国
町
村
会
事
務
局
次
長
代
理
出
席
）
の

出
席
を
得
て
開
催
し
た
。

　

総
会
は
ま
ず
、「
開
会
の
こ
と
ば
」
を
中

村
副
会
長
（
砥
部
町
長
）
が
述
べ
、
続
い

て
白
石
会
長
（
松
前
町
長
）
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
髙
野
次
長
が
全
国
町
村
会
長

か
ら
の
挨
拶
を
代
読
し
た
後
に
、
1
月
26

日
の
都
道
府
県
町
村
会
正
副
会
長
交
流
会

で
表
彰
さ
れ
た
自
治
功
労
者
の
方
々
（
本

県
受
賞
者
は
52
名
、
1
月
号
掲
載
）
に
対

す
る
表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
た
。

　

休
憩
の
後
、
規
約
の
定
め
に
よ
り
白
石

会
長
が
議
長
席
に
着
い
て
、「
議
事
」
に

入
っ
た
。

　

協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

⑴　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

第
65
回
定
期
総
会

新
年
度
事
業
計
画・予
算
決
ま
る

愛
媛
県
町
村
会
　

　
　

一
同
了
承

⑵　

認
定
第
1
号　

平
成
22
年
度
本
会
歳

入
歳
出
決
算

　
　

阪
本
監
事
（
松
野
町
長
）
か
ら
監
査

報
告
が
あ
り
、
異
議
な
く
認
定
。

⑶　

議
案
第
1
号　

本
会
事
業
計
画

⑷　

議
案
第
2
号　

平
成
24
年
度
本
会
会

費
の
分
賦
方
法

⑸　

議
案
第
3
号　

平
成
24
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

　
　

以
上
の
3
議
案
を
一
括
上
程
し
、
事

務
局
か
ら
順
次
説
明
。
一
同
異
議
な
く

議
決
さ
れ
た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、最
後
に「
閉
会

の
こ
と
ば
」
を
中
村
副
会
長
が
述
べ
、
閉

会
し
た
。（
閉
会
時
刻
16
時
10
分
）

愛媛県町村会　第65回定期総会開催要綱

Ⅰ　日　　時　　平成24年₂月24日㈮　午後₃時30分開会

Ⅱ　場　　所　　メルパルク松山　₃階　ラフィーネＡ
　　　　　　　　　松山市道後姫塚123︲2
　　　　　　　　　TEL：089︲945︲6411

Ⅲ　出席者　　
　₁　県内全町長（賛助会員市長）、副町長若しくは総務課長
　₂　来　　賓
　　　全国町村会長

Ⅳ　総会順序　　
　₁　開　　会
　₂　会長あいさつ
　₃　全国町村会長祝辞
　₄　表彰伝達
　₅　議　　事
　　⑴〔報告第₁号〕　平成23年本会会務報告
　　⑵〔認定第₁号〕　平成22年度本会一般会計歳入歳出決算
　　⑶〔議案第₁号〕　平成24年度事業計画
　　⑷〔議案第₂号〕　平成24年度本会会費の分賦方法
　　⑸〔議案第₃号〕　平成24年度本会一般会計予算
　₆　閉　　会

Ⅴ　来賓祝辞　（愛媛県町村議会議長会定期総会と合同）
　₁　愛媛県知事
　₂　愛媛県議会議長
　₃　来賓紹介

開会のことばを述べる中村副会長



　（3）　平成24年 2 月29日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 35 号　

町村会・議長会　定期総会にかかる合同式典　次第

	 と　き　平成24年₂月24日㈮　16時30分　　　
	 　ところ　メルパルク松山　「ラフィーネＢ」　

₁．開　　会
₂．あいさつ　　白石愛媛県町村会長
₃．祝　　辞　　中村愛媛県知事　　竹田愛媛県議会副議長
₄．来賓紹介
₅．閉　　会　　玉井愛媛県町村議会議長会会長

竹田愛媛県議会副議長 中村愛媛県知事 白石愛媛県町村会長

定期総会にかかる合同式典を開催
愛媛県町村会・愛媛県町村議会議長会　

　

愛
媛
県
町
村
会
と
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、2
月
24

日
（
金
）
開
催
の
定
期
総
会
終
了
後
、午
後
4
時
30
分
か
ら

「
メ
ル
パ
ル
ク
松
山
」
で
合
同
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

合
同
式
典
は
、
白
石
県
町
村
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
始
ま
り
、
次
い
で
来
賓
の
中
村

愛
媛
県
知
事
及
び
愛
媛
県
議
会
議
長
代
理

の
竹
田
副
議
長
の
各
来
賓
か
ら
懇
篤
な
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
合
同
式
典
に
は
各
町
か
ら
町
長

及
び
副
町
長
ま
た
は
総
務
課
長
が
、
ま
た

町
議
会
か
ら
は
議
長
及
び
議
会
事
務
局
長

が
出
席
。

　

最
後
に
、
玉
井
県
町
村
議
会
議
長
会
会

長
が
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
、
盛
会
裡
に
終

了
し
ま
し
た
。



　平成24年 2 月29日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 35 号　（4）　

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
第
63
回

定
期
総
会
を
2
月
24
日
午
後
3
時
30
分
か

ら
「
メ
ル
パ
ル
ク
松
山
」
で
開
催
し
た
。出

席
者
は
、
県
下
9
町
の
議
長
・
議
会
事
務

局
長
。

　

総
会
は
ま
ず
、「
開
会
の
こ
と
ば
」
を

松
澤
副
会
長
（
伊
方
町
議
長
）
が
述
べ
た
。

続
い
て
玉
井
会
長
（
久
万
高
原
町
議
長
）

か
ら
開
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
全

国
町
村
議
会
議
長
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た

第
63
回
定
期
総
会
を
開
く

24
年
度
予
算・事
業
計
画
を
決
定
！

県
町
村
議
会
議
長
会
　

　
　

以
上
の
3
議
案
を
一
括
上
程
し
、
事

務
局
か
ら
順
次
説
明
。
一
同
異
議
な
く

議
決
さ
れ
た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、最
後
に「
閉
会

の
こ
と
ば
」
を
松
澤
副
会
長
が
述
べ
、
閉

会
し
た
。

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰
名
簿

	

　
　
　
　
　
　
　
（
本
県
関
係
／
敬
称
略
）

◎
優
良
議
会

　

西
宇
和
郡
伊
方
町
議
会

◎
自
治
功
労
者

・
議
員
27
年
以
上
在
職
者

　

上　

島　

町　
　

議
員　

大
西　

宗
一

・
議
員
15
年
以
上
在
職
者

　

愛　

南　

町　
　

議
長　

齋
藤　

武
俊

　
　
　

〃　
　
　
　

議
員　

畑
田
藤
志
郎

　
　
　

〃　
　
　
　

議
員　

田
口　
　

勝

㊟ 

表
彰
の
基
準
日
は
平
成
23
年
12
月
31
日
現
在
。 自治功労者表彰　齋藤愛南町議長

第63回定期総会次第
　　　　　　　　　　　　　　　　と　き　平成24年₂月24日（金）15時30分
　　　　　　　　　　　　　　　　ところ　メルパルク松山　「ボヌールＡ」
₁．開会のことば
₂．会長あいさつ
₃．全国町村議会議長会表彰
₄．会議録署名人の指名
₅．議　　事
　⑴　報告第₁号　会務報告
　⑵　報告第₂号　平成22年度愛媛県町村議会議員共済事業特別会計決算
　⑶　報告第₃号　平成24年度愛媛県町村議会議員共済事業特別会計予算
　⑷　認定第₁号　平成22年度本会一般会計決算
　⑸　議案第₁号　平成24年度愛媛県町村議会議長会会務運営方針及び事業計画
　⑹　議案第₂号　平成24年度愛媛県町村議会議長会会費の分賦方法
　⑺　議案第₃号　平成24年度本会一般会計予算
₆．閉会のことば

伊
方
町
議
会
や
自
治
功
労
者
ら
受
賞
者
の

方
々
に
対
し
て
表
彰
状
の
伝
達
及
び
感
謝

状
の
贈
呈
等
を
行
っ
た
。

　

次
い
で
、
本
会
規
約
の
定
め
に
よ
り
玉

井
会
長
が
議
長
席
に
着
い
て
、「
議
事
」
に

入
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
会
議
録
署
名
人
に
林
内
子

町
議
長
及
び
関
本
松
野
町
議
長
を
指
名
し

た
後
、
次
の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

⑴　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

　
　

一
同
了
承

⑵　

報
告
第
2
号　

平
成
22
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
員
共
済
事
業
特
別
会
計
決

算

　
　

事
務
局
か
ら
資
料
に
よ
り
報
告
し
、

一
同
了
承
。

⑶　

報
告
第
3
号　

平
成
24
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
員
特
別
会
計
予
算

　
　

事
務
局
か
ら
資
料
に
よ
り
報
告
し
、

一
同
了
承
。

⑷　

認
定
第
1
号　

平
成
22
年
度
本
会
一

般
会
計
決
算

　
　

事
務
局
か
ら
、
資
料
に
よ
り
説
明
が

あ
り
、
一
同
異
議
な
く
認
定
さ
れ
た
。

⑸　

議
案
第
1
号　

平
成
24
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
長
会
会
務
運
営
方
針
及
び

事
業
計
画

⑹　

議
案
第
2
号　

平
成
24
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
長
会
会
費
の
分
賦
方
法

⑺　

議
案
第
3
号　

平
成
24
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

優良議会表彰　松澤伊方町議長



　（5）　平成24年 2 月29日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 35 号　

　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合（
組
合
長
・

白
石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
2
月
21
日
㈬

午
後
3
時
か
ら
「
愛
媛
県
自
治
会
館
」
に

お
い
て
平
成
24
年
第
1
回
定
例
会
を
開
催

し
た
。

　

出
席
者
は
、
白
石
組
合
長
・
清
水
副
組

合
長
（
大
洲
市
長
）・
髙
野
久
万
高
原
町

長
・
髙
須
賀
東
温
市
長
・
阪
本
松
野
町
長
・

安
井
東
温
市
議
会
議
長
・
玉
井
久
万
高
原

町
議
会
議
長
の
各
議
員
及
び
監
査
委
員
の

清
水
愛
南
町
長
。

　

組
合
議
会
は
、
白
石
組
合
長
か
ら
招
集

あ
い
さ
つ
の
後
、玉
井
臨
時
議
長
（
議
長
・

副
議
長
欠
員
）
の
議
事
進
行
に
よ
り
、
会

議
録
署
名
議
員
に
髙
須
賀
議
員
及
び
阪
本

議
員
の
両
名
を
指
名
し
、
本
定
例
会
の
会

期
を
本
日
1
日
限
り
と
決
定
し
た
。

　

次
に
、
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
玉
井

議
長
が
就
任
し
議
事
の
取
り
ま
と
め
を
行

い
、
上
程
さ
れ
た
各
議
案
を
次
の
と
お
り

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認

又
は
了
承
決
定
し
た
。

選
挙
第
1
号

　

議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　
　

議
長	

玉
井	

春
鬼（
久
万
高
原
町
議
会
議
長
）

	

（
平
成
24
年
2
月
21
日
～
平
成
25
年
4
月
25
日
）

選
挙
第
2
号

　

副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　
　

副
議
長　

安
井　

浩
二（
東
温
市
議
会
議
長
）

	
	

（
平
成
24
年
2
月
21
日
～
平
成
25
年
4
月
25
日
）

議
案
第
1
号

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
愛
媛
県

市
町
総
合
事
務
組
合
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

議
案
第
2
号

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
愛
媛
県

市
町
議
会
議
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

議
案
第
3
号

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
愛
媛
県

平
成
24
年
度
予
算
を
決
定

県
市
町
総
合
事
務
組
合
　

市
町
総
合
事
務
組
合
議
会
の
議
員
そ
の

他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

議
案
第
4
号

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
）

議
案
第
5
号

平
成
23
年
度
本
組
合
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
6
号

　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
消
防
団
員

等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

議
案
第
7
号

　

愛
媛
県
市
町
議
会
議
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
8
号

　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議
会
の
議
員

そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
9
号

　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
消
防
負
担

金
の
負
担
方
法
に
つ
い
て

議
案
第
10
号

　

平
成
24
年
度
本
組
合
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て

平成24年度　愛媛県市町総合事務組合一般会計歳入歳出予算
（歳　入）	 （単位：千円）

款 本年度予算額 前年度予算額 比　　　較
項

1	負担金 6，522，994 6，610，499 △	87，505
1	退職手当負担金 6，140，000 6，212，000 △	72，000
2	消防負担金 304，755 306，160 △	1，405
3	交通災害共済掛金 69，900 84，000 △	14，100
4	自治会館負担金 8，050 8，050 0
5	公務災害負担金 289 289 0

2	使用料 3，600 3，600 0
1	会館使用料 3，600 3，600 0

3	消防基金等支出金 354，941 354，941 0
1	消防基金支出金 354，940 354，940 0
2	議員連合会支出金 1 1 0

4	財産収入 11，992 10，483 1，509
1	財産運用収入 11，992 10，483 1，509

5	繰入金 5，200，003 4，700，003 500，000
1	基金繰入金 5，200，003 4，700，003 500，000

6	繰越金 312，900 306，900 6，000
1	繰越金 312，900 306，900 6，000

7	諸収入 47，410 46，924 486
1	預金利子 2，720 2，700 20
2	団体支出金 41，113 40，734 379
3	雑入 3，577 3，490 87

歳　　入　　合　　計 12，453，840 12，033，350 420，490

（歳　出）	 （単位：千円）

款 本年度予算額 前年度予算額 比　　　較
項

1	議会費 255 255 0
1	議会費 255 255 0

2	総務費 102，234 99，914 2，320
1	総務管理費 101，680 99，360 2，320
2	監査委員費 80 80 0
3	認定委員会費 110 110 0
4	審査会費 364 364 0

3	事業費 7，282，610 7，051，940 230，670
1	退職手当事業費 6，586，380 6，338，530 247，850
2	消防事業費 642，850 644，260 △	1，410
3	交通災害事業費 46，970 62，710 △	15，740
4	自治会館事業費 5，930 5，960 △	30
5	議員公務災害事業費 480 480 0

4	公債費 1 1 0
1	公債費 1 1 0

5	諸支出金 5，054，390 4，868，300 186，090
1	基金積立金 5，054，390 4，868，300 186，090

6	予備費 14，350 12，940 1，410
1	予備費 14，350 12，940 1，410

歳　　出　　合　　計 12，453，840 12，033，350 420，490
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
中
津
さ
く
ら
ま
つ
り

　
　
　
　
4
月
8
日
㈰ 

9
時
～
15
時

　

樹
齢
約
2
3
0
年
の
西
村
大
師
堂
し
だ
れ
桜
（
久
万
高
原
町

中
津
）
の
開
花
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
る
住
民
手
作
り
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　

旧
中
津
小
学
校
か
ら
歩
く
片
道
1
キ
ロ
の
桜
の
小
道
か
ら
眺

め
る
田
畑
の
石
積
み
や
原
風
景
に
心
を
奪
わ
れ
ま
す
。
地
元
料

理
の
お
接
待
や
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
ラ
イ
ブ
、
特
産
品
バ
ザ
ー

な
ど
も
お
す
す
め
で
す
。

 花 情 報
法蓮寺しだれ桜（久万高原町露峰）
　樹齢約160年のしだれ桜。見頃は例年4月
上旬です。夜間はライトアップされ幻想的
な姿はフォトスポットにもなっています。
　また、開花時期にあわせて行われる地元
ボランティアによるバザーも楽しみのひと
つです。
　開花状況は久万高原町役場ホームページ
（http://www.kumakogen.jp）をご覧くだ
さい。

　

久
万
美
術
館
が
新
た
に
収
蔵
し
た「
井
部

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
初
公
開
し
ま
す
。

　

久
万
美
術
館
は
1
9
8
6
年
に
旧
久

万
町
出
身
の
林
業
家
・
故
井
部
栄
治
氏

（
1
9
0
9
〜
８
７
）
か
ら
美
術
品
の
寄
贈

を
受
け
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
新
た
に
、

井
部
氏
の
ご
遺
族
か
ら
作
品
13
点
を
ご
提

供
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
れ
ら
は
井
部
氏
が

生
前
、
自
宅
で
大
切
に
愛
し
み
、
家
族
に
伝

え
た
作
品
で
す
。
作
品
を
広
く
社
会
に
役

立
て
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
「
父
の
意
思
」

を
ご
遺
族
が
引
き
継
が
れ
た
の
で
す
。

　

岸
田
劉
生
《
麗
子
坐
像
》（
絵
は
が
き
）

や
、
長
谷
川　

二
郎
《
バ
ラ
》、
荻
須
高
徳

《V
enise

》、
山
口
薫
《
黄
色
い
崖
》
な
ど

煌
め
く
よ
う
な
日
本
近
代
洋
画
の
小
品
の

ほ
か
、三
輪
田
米
山
の
書
や
森
堯
茂
の
彫
刻

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◉
久
万
美
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
Ⅲ
―
三
坂
道
路
開
通
記
念

　

完
結
、井
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
　

―
新
た
に
劉
生 

荻
須 

米
山

 

︻
会
期
︼ 

2
月
25
日
㈯
～
6
月
3
日
㈰

　

久
万
高
原
町

●イベント情報や開花状況は、
　中津大字会ホームページ（http://www.nakatsu-ehime.jp）
をご覧ください。
※3/31㈯～ 4/15㈰の間も、縮小してバザーやお接待などが
行われます。

［問］役場柳谷支所　☎0892（54）2121

●開館時間　9時30分～17時 （入館は16時30分まで）
●休 館 日　月曜日、祝日の翌日
●観 覧 料　一　般　500（400）円
　　　　　　高大生　400（320）円
　　　　　　小中生　300（240）円　※（ ）内は20名以上の団体料金
[問] 町立久万美術館　☎0892（21）2881
　　 http://www.kumakogen.jp/culture/muse/
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2
月
の
会
と
催
し

▽
3
日
＝
西
日
本
建
設
保
証
事
業
審
議
会
、

農
林
水
産
省
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

事
業
説
明
会

▽
6
日
＝
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部
第

2
回
評
議
員
会
、
愛
媛
県
人
権
協
会
会

計
監
査
、
愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進

協
議
会
会
計
監
査

▽
7
日
＝
㈳
愛
媛
県
畜
産
協
会
平
成
23
年

度
臨
時
理
事
会

▽
8
日
＝
第
2
回
愛
媛
県
地
方
障
害
者
施

策
推
進
協
議
会
及
び
第
2
回
愛
媛
県
障

害
者
自
立
支
援
協
議
会

▽
9
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
第
63
回

定
期
総
会
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
民

主
党
幹
部
と
の
意
見
交
換
会
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
都
道
府
県
会
長
会
ほ
か

　　
　

若
者
に
夢
の
環
境

　

今
年
の
冬
は
、
寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く

雪
国
の
降
雪
も
半
端
で
は
な
い
。
立
春
を

過
ぎ
て
も
寒
気
が
抜
け
切
れ
な
い
日
本
列

島
。
自
然
と
の
共
存
は
分
か
っ
て
い
な
が

ら
近
年
、
自
然
界
の
猛
々
し
さ
が
目
に
余

る
。
弥
生
三
月
を
前
に
積
雪
に
見
舞
わ
れ

た
関
東
地
方
、
雪
に
遊
ぶ
子
供
達
の
は

し
ゃ
ぐ
姿
の
み
？
。
雪
の
活
用
の
中
に
今

時
流
行
の
電
気
を
起
こ
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
か
、
是
非
と
も
自

然
へ
の
感
謝
が
増
す
よ
う
、
学
者
諸
氏
の

研
究
に
期
待
し
た
い
。

　

低
温
と
云
え
ば
、
先
ご
ろ
イ
タ
リ
ア
の

北
部
で
氷
河
の
中
か
ら
5
3
0
0
年
前
の

男
性
の
ミ
イ
ラ
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
ア

イ
ス
マ
ン
は
、
茶
色
の
瞳
で
胃
腸
が
弱

か
っ
た
と
の
こ
と
。
太
古
の
寒
冷
環
境
は
、

貴
重
な
作
品
を
現
代
人
に
贈
っ
て
く
れ
た
。

　

こ
の
2
月
、
理
論
か
ら
現
実
化
へ
、
つ

い
に
某
大
手
建
設
会
社
が
宇
宙
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
構
想
を
発
表
し
た
。
宇
宙
太
陽
光
発

電
と
と
も
に
実
現
可
能
な
話
の
一
つ
で
あ

る
。次
に
地
震
の
巣
で
あ
る
列
島
上
に
逃
げ

る
場
な
く
生
活
す
る
日
本
、地
震
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
実
現
な
ど
は
ま
す
ま
す
自
然
へ
の

愛
が
深
ま
る
で
あ
ろ
う
。自
然
と
の
対
抗
で

な
く
自
然
利
活
用
を
な
お
一
段
と
既
成
概

念
を
捨
て
て
探
求
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
分

野
・
学
問
こ
そ
、
草
食
、
肉
食
に
関
わ
ら
ず

若
者
達
の
夢
を
膨
ら
ま
す
も
の
と
な
ろ
う
。

　

少
子
化
対
策
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
諸

外
国
に
先
ん
じ
た
や
る
気
の
あ
る
若
者
達

の
育
成
が
今
は
緊
要
で
あ
る
。
大
き
な
グ

ラ
ン
ド
で
幼
い
小
学
校
の
学
芸
会
に
等
し

い
議
論
で
は
、
進
歩
も
実
り
も
希
望
も
夢

づ
く
り
も
子
供
達
に
与
え
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
身
の
丈
に
合
わ
な
い
円
高
と
欧

州
の
金
融
危
機
か
ら
、
経
済
は
グ
ロ
ー
バ

ル
に
低
迷
の
一
途
に
あ
る
が
、
な
ん
と
し

て
も
若
年
層
の
失
業
率
増
は
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

経
済
回
復
と
と
も
に
若
者
達
が
夢
を
描

け
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
は
、
今
の
大
人

へ
の
信
頼
回
復
に
も
つ
な
が
る
は
ず
。
ま

ず
は
金
銭
の
み
に
囚
わ
れ
な
い
“
夢
”
の

湧
き
上
が
る
世
界
を
ゆ
と
り
で
な
く
、
年

一

筆

関
連
会
議
、公
務
災
害
連
合
会
総
会
、内

外
情
勢
調
査
会
松
山
市
部
懇
談
会

▽
10
日
＝
愛
媛
県
都
市
計
画
審
議
会

▽
13
日
＝
愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会
正
副
会

長
会
、
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
正

副
組
合
長
会

▽
14
日
＝
㈶
え
ひ
め
農
林
漁
業
担
い
手
育

成
公
社
第
22
回
評
議
員
会
、
愛
媛
県
救

急
医
療
対
策
協
議
会

▽
15
日
＝
愛
媛
県
献
血
者
確
保
計
画
策
定

検
討
委
員
会
、
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
愛
媛
県
本
部
運
営
会
議

▽
16
日
＝
「
え
ひ
め
移
住
交
流
促
進
協
議

会
」
第
2
回
総
会

▽
17
日
＝
第
45
回
南
海
放
送
賞
表
彰
式
・

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

▽
19
日
＝
内
子
町
消
防
出
初
式

▽
21
日
＝
愛
媛
県
人
権
協
会
定
期
総
会
、

ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
村
振
興
事

業
推
進
等
研
究
会
、
愛
媛
県
市
町
総
合

事
務
組
合
議
会
定
例
会

▽
22
日
＝
水
産
振
興
対
策
事
業
推
進
等
研

究
会
、
全
国
町
村
下
水
道
推
進
協
議
会

愛
媛
県
支
部
研
究
会
、
水
道
事
業
推
進

等
研
究
会
、
愛
媛
県
共
済
団
体
暴
力
団

等
連
絡
協
議
会
第
27
回
役
員
会
及
び
第

23
回
総
会

▽
24
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
第
65
回
定
期
総

会
、
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
63
回

定
期
総
会
、
町
村
会
・
議
長
会
定
期
総

会
に
か
か
る
合
同
式
典

▽
26
日
＝
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
え
ひ

め
’12
表
彰
・
受
賞
式

▽
27
日
＝
山
村
振
興
事
業
推
進
等
研
究
会
、

清
掃
事
業
推
進
等
研
究
会
、
愛
媛
県
市

町
各
種
事
業
総
合
協
議
会
定
期
総
会

　

新
議
長
紹
介

　

₂
月
₃
日
の
砥
部
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

政
岡
洋
三
郎
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

砥
部
町
議
会
議
長

　
　
政ま

さ

　
岡お

か

　
洋よ

う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

　
氏

少
教
育
か
ら
取
り
込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。
大
人
が
舵
取
り
を
間
違
え
る

と
、
次
世
代
に
は
借
金
減
ど
こ
ろ
か
そ
れ

以
上
に
必
要
な
も
の
を
、
次
か
ら
次
へ
と

失
い
そ
う
な
気
が
す
る
。

　

さ
て
、
働
き
ア
リ
は
、
そ
の
内
20
％
が

さ
ぼ
り
80
％
が
働
く
、
こ
の
80
％
だ
け
と

す
る
と
そ
の
内
の
20
％
が
さ
ぼ
る
と
云
う

話
が
あ
る
が
、
数
字
に
拘
ら
ず
若
者
達
全

て
に
“
夢
”
が
描
け
る
「
環
境
づ
く
り
」

こ
そ
今
の
大
人
の
責
務
で
あ
る
。

�

　
（
Ｔ
）

　
「
人
間
が
こ
の
世
に
存
在
す
る
の
は
、

　
　

金
持
ち
に
な
る
為
で
な
く

　
　
　
　
　
　
　

幸
福
に
な
る
た
め
だ
」

�

（
ス
タ
ン
ダ
ー
ル　

フ
ラ
ン
ス
の
作
家
）
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